
第1号様式  別添２ 1／1

工事内容の確認シート

工事区分 特　　記　　事　　項

□　浴室の改修 現在の浴槽跨ぎ高さ 改修後の浴槽跨ぎ高さ mm
設置する浴槽の跨ぎ高さが小さくな
る工事（45cm以下）

　ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ 手摺の設置が有るか 改修後の手摺設置 シャワーガイドレール兼用不可

　商品名：
現在の出入口段差 改修後の段差 段差を小さくする

現在の便所の方式 改修後の便所の方式 和式から洋式への取替工事

現在の洋式便器座高 mm 改修後の洋式便器座高 mm
洋式で座高が高いものに取替える工
事

③ □　台所の改修 改修工事内容
椅子に座りひざが入る空間がある流
し台への取替工事等

改良を行う場所 改良を行う場所に面する両側室名称

現在の仕様 改修後の仕様 引戸・吊戸・折戸への取替工事

現在のﾄﾞｱﾉﾌﾞ・開閉
装置の仕様

改修後のﾄﾞｱﾉﾌﾞ・開閉装
置の仕様

シングルレバーへの取替工事
バー引き手への取替工事

改良工事内容 転倒予防・移動等動作に資する工事

段差解消場所 段差解消される両側室名称

改修前の段差高さ mm 改修後の段差高さ mm 段差が解消されること

床面の取替え場所 工事を行う室名

現在の床面仕様 改修後の床面仕様 Ｆ☆☆☆☆材や天然材であること

□　その他による場合 段差解消方法 Ｆ☆☆☆☆材や天然材であること

□　床面下地補強 補強工事があるか Ｆ☆☆☆☆材や天然材であること

□　手すりの設置 設置場所

窓の仕様等

設置場所

断熱材の種類
(屋根又は天井)

[材料名]

mm

断熱材の種類
(壁)

[材料名]

mm

断熱材の種類
(床(その他))

[材料名]

mm

□　床(基礎)の断熱 断熱材の種類
[材料名]

mm 省エネ等級4相当の断熱工事

□　屋根(天井)の断熱 断熱材の種類
[材料名]

mm 省エネ等級4相当の断熱工事

□　外壁の断熱 断熱材の種類
[材料名]

mm 省エネ等級4相当の断熱工事

設置場所

□　屋根の遮熱塗装等 現在の仕様 改修後の仕様
「断熱」「遮熱」効果が確認できる
もの

□　外壁の遮熱塗装等 現在の仕様 改修後の仕様
「断熱」「遮熱」効果が確認できる
もの

⑧ □　屋根の葺き替え 現在の仕様 改修後の仕様
耐風瓦（防災瓦）であること
全体葺き替えであること
※1Ｆのみ、2Ｆのみ等は不可

改修場所

現在の仕様 改修後の仕様
合わせｶﾞﾗｽ、網入ｶﾞﾗｽ、強化ｶﾞﾗｽへ
の取替え

○製品を設置する場合は、製品が特定できる、メーカー名、製品番号、製品名等を記入してください。

○断熱材の性能仕様（A-1～F）については、住宅の省エネルギー基準の解説（第3版）を参照してください。

④

　□　有　　□　無

　　ｃｍ

①

② □　便所の改修

　□　和式　　□　洋式

断熱材の厚さ

手すり仕様：　　　　　　製

　具体的に：

A-1  A-2  B  C  D  E  F

断熱材の厚さ

⑨

□　段差の解消等

□　床面の取替え等
　　による解消

省エネ等級3相当の断熱工事

⑥

□　出入口の戸の改良

　具体的に：

　□　有　　□　無

申請者名：

□ガラス単板入りの建具

改　　修　　内　　容

具体的内容：

　□　レバー式　　□　プッシュ式　　□その他（具体的に：　　　　　　式）

断熱材の厚さ

　□　和式　　□　洋式

⑦

□ガラス単板入りの建具の二重構造
□ガラス単板２枚(中間空気層12mm以上)入り建具
□複層ガラス（空気層6mm以上）入り建具
□ガラス中央部の熱貫流率が4.00以下のもの

⑤

A-1  A-2  B  C  D  E  F

窓の仕様等
(断熱性能)

高齢者等の身体洗浄が容易な仕様

断熱材の厚さ

　具体的に：

A-1  A-2  B  C  D  E  F

省エネ等級4相当の断熱工事

A-1  A-2  B  C  D  E  F

断熱材の厚さ

断熱材の厚さ

□　住宅全体の断熱
　　改修

A-1  A-2  B  C  D  E  F

　　　　　　　ｃｍ

水栓器具の仕様

□　窓の断熱改修

□　窓・ｶﾞﾗｽ取替え

A-1  A-2  B  C  D  E  F


